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オピオイド注射薬に対するプロクロルペラジン注の制吐作用の有用性 

藤田医科大学医学研究倫理審査委員会受付番号：CI20-641  

１．研究の対象  

藤田医科大学七栗記念病院において 2017 年 4 月 1 日から 2020 年 3 月 31 日の期

間に緩和ケア科に入院した方  

２．研究目的・方法・研究期間  

がん終末期患者の疼痛にはオピオイド鎮痛薬が用いられます。オピオイド鎮痛薬の副作

用には吐き気があります。本邦では、症状を緩和目的に予防的に吐き気を抑える薬剤（制

吐薬）が使用されますが、海外では必要ないとされています。 日本においても、オピオイ

ド経口薬の一種であるオキシコンチン錠に対する制吐薬として、プロクロルペラジン錠を

用いた検証が行われましたが、予防的制吐薬の必要性は否定されました。 

終末期がん患者の多くは経口投与が困難となり、注射薬で対応することが多くあります。

そこで、わたしたちは本研究で、オピオイド注射薬と注射制吐薬（プロクロルペラジン注）

おいても同様なことが示せるかを調査しました。 

注射製剤のオピオイド鎮痛薬を投与する場合、オピオイド注射薬とプロクロルペラジン



注を混合調製した後に投与します。しかし、プロクロルペラジン注と一部のオピオイド注

射薬の混合は、オピオイドの鎮痛効果を減弱させることが判明しています。また、プロク

ロルペラジン注の長期投与により震えなどの副作用の危険性もあります。 

医薬品の適正使用の観点からも、本研究で得られる結果は、緩和ケアの質の向上や患者

やその家族にとって有益となるものと考えられます。  

対象は 2017 年 4 月から 2020 年 3 月に緩和ケアに入院したがん患者さんです。対

象患者さんの基本情報、薬剤情報、診療記録について、過去のカルテデータを参照し調査

します。 

研究期間は本学倫理審査委員会承認日より 2021 年 12 月 31 日までとします。 

尚、本研究は藤田医科大学の医学研究倫理審査委員会で審査され、学長の許可を得て実施

しています。  

３．研究に用いる試料・情報の種類  

基本情報：年齢、性別、がん種、在院期間など  

その他の情報：使用されたオピオイド注射薬、プロクロルペラジン注射薬、その他処方薬 

４．外部への試料・情報の提供  

なし  

５．研究に係る費用について  

本研究は過去のカルテデータを参照し調査する研究であるため、外部の研究資金は利用し



ません。なお、念のために本研究については、藤田医科大学利益相反委員会へ申請を行い、

適切な利益相反マネジメントを受けています。  

本研究に参加することで、通常の診療と比べ、患者さんの経済的負担が増えることはあり

ません。また、本研究に参加されることに対する謝礼はありません。  

６．研究組織 研究責任者：  

藤田医科大学七栗記念病院 医療技術部 薬剤課：今井 一輝（いまい かずき）  

TEL：0562-93-1555  FAX：0562-93-1383  

E-mail：k-imai@fujita-hu.ac.jp  

７．除外の申出・お問い合わせ先 

 本研究での成果は学会や論文で公表されることがありますが、個人が特定されることはあり 

ません。試料・情報が本研究に用いられることについて研究の対象となる方もしくはその

代諾者の方にご了承いただけない場合には、研究対象から除外させていただきます。下記

の連絡先までお申し出ください。その場合でも、お申し出により、研究の対象となる方に

不利益が生じることはありません。 本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先

までお問い合わせ下さい。また、ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財

産の保護に支障がない範囲内で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますので

お申出下さい。  

 



照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先：  

藤田医科大学七栗記念病院薬剤課 今井 一輝（いまい かずき）  

三重県津市大鳥町 424-1  

TEL：059-252-1555  FAX：059-252-1383 

E-mail：k-imai@fujita-hu.ac.jp 


